
県人会の応援活動に習いたい

本田菜々子 18歳 高校３年 福島市

東日本大震災から約10年が

経過し被災した街はきれいに

建て直され、物理的復興が進

んでいる中、一部の国では福

島県産の食品に対する輸入停

止などの規制が続き、風評被害からの社会的

復興はいまだ長い道のりであるのが現状で

す。福島県人会の皆さまは国内だけでなく国

外でも風評払拭（ふっしょく）、風化防止に

向けた活動を行ってくださっています。誰で

も気軽に情報を発信できるようになった今だ

からこそ私も福島県民としてイベントのＰＲ

など自分にできることを積極的に行いたいで

す。
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誰かの支えになれる人間に

柳沼大輝24歳大学４年 東京都 本宮市出身

いつも福島県への多大なる

ご支援をありがとうございま

す。東日本大震災発生当時、

私はまだ中学２年生でした。

そんな私も10年の月日がたち

24歳になりました。３・11によって私たちは

学びやを失いました。しかし、皆さんの温か

いご支援のおかけで学びを続けることができ

ました。大学卒業後、私は教会の牧師になる

ために新たな大学に通っています。このよう

な道に進もうと決意したのも10年前たくさん

の人たちの温かさに触れ、自分もそのような

誰かの支えになれる人間になりたいと感じた

からです。今は福島から上京し、東京で暮ら

しています。けれどもそんな私だからこそで

きる古里福島へのサポート・支援をこれから

も続けていきたいと感じています。

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

町の復興を見届け応援

落合紗代 13歳中学２年 広野町

広野町は活気が戻り明るく

なったような気がします。20

20年春、ＪＲ常磐線が全線開

通し、再び特急列車が広野駅

に止まるようになりました。

東京や仙台への移動が楽になりました。人々

の行き来が増え、県外の方たちとの交流が増

えるのではないかと期待しています。夏は町

おこし協力 の方たちが駅の東側にヒマワリ

の迷路を作ってくださいました。町民の方の

笑顔や子どもたちのはしゃぐ声に触れ、私の

心は自然と明るくなりました。私は町の復興

を見届け、応援し、１人のふくしま復興大使

としてできることを考えていきたいです。
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支援を受けた事実を後世に

＇

緑川衛 20歳大学１年 泉崎村

東日本大震災から10年とな

り、発生当時小学４年生だっ

た私も成人し、大学生になり

ました。私の地元である福島

県泉崎村は、震災以降着実に

復興への道を歩んできましたが、いまだ震災

と東京電力福島第一原発事故の爪痕が当時の

まま残る地域もあるのが現状です。そのよう

な状況下で今後を生きる若者に求められてい

る使命は、復興の力になるだけにとどまらず、

当時の経験や教訓、そして国内外からさまざ

まな支援を受けたという事実を後世に伝えて

いくことなのだと感じております。
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希望と感謝の気持ち忘れず歩む

古里の桑折町は東日本大震

災から10年の月日を経て、桑

折駅前団地への入居開始、復

興支援道路としての相馬福島

道路の一部開通など、復興に

向けて一歩ずつ前進しています。また、風評

被害を乗り越え、「献上桃の郷」として上質

な桃が生産されています。ここまで前進でき

たのは、桑折町民の負けない心と町内外の多

くの方々からの温かい励ましがあるからで

す。復興に向けて前進するとともに、震災以

前よりも活気あふれる桑折町となるように、

希望と思いやり、感謝の気持ちを忘れずに歩

み続けていきます。
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本田夏希 21歳大学３年 福島市 桑折町出身
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桃の変わらぬみずみずしさ

鈴木結衣 28歳大学院１年 山形県

私はこの10年間で、国内外

の多くの方々に支えられなが

ら、 という美

しさ、豊かさがいつまでも日

本にあってほしい、という思

いをさらに強く、抱くようになりました。毎

年、福島に住む親戚から桃を頂くのですが、

東日本大震災があった後も桃が届き、変わら

ぬみずみずしい甘さが体中に染みわたりまし

た。福島という土地だからこそ、福島に暮ら

す人々だからこそつくることができる、お金

では買うことのできない味わいがあるのだと

心から感じています。絶え間ない援助、エー

ルを送ってくださる方々、心より感謝申し上

げます。

できることを頑張っていく

長谷川早代子 61歳主婦 柳津町

東日本大震災から10年の月

日は本当に早かったと思いま

す。私の住んでいる会津地方

は震災による物理的被害は少

なかったものの、風評被害と

いう先の見えない被害がずっと続いておりま

した。観光は打撃を受けとてもきつい状態で

した。その反面、今まで福島県に関心を持つ

ことがなかった方々からいろいろ継続的に支

援があることなどの情報を耳にするたびに、

それぞれの立場でできることに力を尽くして

いただいていることに心を打たれました。私

には何ができるのかを考えながら、今できる

ことを頑張ろうと思い過ごしてきました。復

興大使の方々との交流があればできる限り参

加し、情報交換をしたり、メールのやり取り

をさせていただいたりしております。そのた

びに元気を頂いております。今回の新型コロ

ナウイルスとの闘いにも何か共通するものを

感じます。復興大使でご があった方にマス

クを送りましたら感謝の便りを頂き福島民報

に投稿していただきました。こんなささいな

ことでも喜んでいただけたという出来事もあ

りました。これからもできることを頑張って

活動、発信していけたらと思います。
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古里発展は援助のおかげ

津金大勢 20歳大学２年 鏡石町

東日本大震災発生当時小学

５年生だった私は下校中に未

曽有の地震に見舞われ、近所

の公園の地盤が沈んだり、コ

ンクリートが割れていったり

した様子を見た。発生から何週間かは水道が

使えない日が続き、日頃の当たり前ができな

い状況が続いた。震災から10年がたち私の古

里鏡石町は大きな被害・損壊から復旧し、ま

た福島県の中で２番目に人口密度が高い市町

村として、この10年間で人口が増加するほど

の発展もしてきた。福島県民が協力し合い、

またさまざまな援助・支援があったからこそ

復興・発展ができたと考える。これらのこと

を忘れず後世に伝えていきたい。

人のつながりの大切さ実感

青野芽留萌 19歳専門学校１年 福島市

東日本大震災から10年がた

ちます。震災当時に比べて外

で活動することが多くなり、

人との関わりが増え人の笑顔

を見る機会も増えたように思

います。風評で売れなかった農作物も最近は

買われるようになり、少しずつ回復している

のかなと感じます。私たちだけではどうする

こともできませんでしたが、さまざまな人の

支えがあり今があると思います。人とのつな

がりがどれほど大切なのかを改めて感じまし

た。支援してくださった皆さまに感謝すると

共にこれからの福島の成長に自分が貢献出来

るよう日々頑張っていきたいです。
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高知住民の行動に学ぶ

青砥安彦 62歳農業 矢祭町

私がふくしま復興大使とし

て高知県と愛媛県を訪ねたの

は2015（平成27）年１月。そ

の中で四万十市の共同売店

「大宮産業」で代表から聞い

た話が現実味を増してきた。ここは過疎化で、

保育所、学校が廃校となり、商店全てが閉店。

ＪＡ出張所も廃止され、住民生活に支障を来

すことになった。そこで住民自らが立ち上が

り、給油所併設の共同売店を立ち上げた。株

主は全て住民で、住民による住民のための売

店である。過疎化が進む今こそ、学ぶべき姿

がここにあった。
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古里で震災経験を語り継ぎたい

星結衣 25歳大学教員 東京都 須賀川市出身

東日本大震災から10年。私

の地元、須賀川市は震度６強

の甚大な被害を受けました。

国内外の温かい支援と市民の

「負けてたまるか」の強い信

念のもと、現在震災の痕跡を見つけることは

できないほど復興しました。改めて国内外の

皆さまの温かいご支援に厚く御礼を申し上げ

ます。私は高校２年時に復興大使の委嘱を受

け、４県の知事に本県の状況を説明する機会

を得ました。この訪問で各県の知事に励まさ

れ、それが私にとっての力となっていきまし

た。大学に進学し、入学当時は同級生から「福

島県は大丈夫なの？」と聞かれました。２年

時に同級生を福島県に招き、県内を案内する

と、震災の痕跡を見つけることができないほ

ど力強く復興した福島県に驚いていました。

この光景を１人でも多くの方に発信したいと

心の変化がありました。現在、私は大学で教

える機会を得ました。私はいつの日か福島県

に戻り、教育の場で震災経験を語り部として

伝え、将来を担う子どもたちの希望への虹の

懸け橋になりたいと決意しています。
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真の復興へ責務果たす

井出大雅 21歳大学３年 いわき市 富岡町出身

初めに、東日本大震災にお

ける日本全国ならびに世界各

国からのさまざまなご支援、

ご厚情に対して多大なる感謝

の意を表したい。この10年を

振り返ったとき、私の故郷である富岡町は東

京電力福島第一原発事故の影響により警戒区

域に指定された。そして10年がたとうとして

いる中、行政・教育・商業・医療・インフラ

などのハード面の復興がなされ 町に少しず

つながら ともしびがつくようになってきた。

10年という大きな節目を迎えるが、ここから

は真の「復興」を遂行すべく自分なりの責務

を果たしていこうと思う。
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支援のおかげで少しずつ前進

花里莉子 20歳大学２年 西郷村

私の実 のある地域では、

４年前に小・中学校が再開さ

れました。周辺の地域の学校

が一つの場所に集まるという

形ですが、子どもたちが自分

の育った地域の学校に通って、そこで友達と

ずっと一緒に学ぶことができるということ

は、とてもうれしいことだと思います。この

ように少しずつ前に進むことができたのは、

福島の人々の頑張りとそれを支えてくださっ

た県外や外国の方々のご協力があったからだ

と思います。多くの温かいご支援に感謝しつ

つ、これからも福島のさらなる復興のために

私自身も頑張っていきたいと思います。
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１人の県民として深く感謝

我妻史人 21歳大学３年 郡山市

2011平成23 年の東日本大

震災発生から、10年の月日が

たとうとしています。実感が

ありません。本当にあっとい

う間でした。世界中から支援

・応援の動きがありました。おそらく、私が

想像しているよりも多くの人々が、私たちの

ことを思ってくれているのだと思います。そ

の方たちの支えがなければ、きっと今の私た

ちは、そして福島県は存在していないでしょ

う １人の福島県民として 深く感謝していま

す。復興という花を咲かせるため、引き続き、

私にできることをしていきたいと思います。

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

助産師になって復興に貢献

近藤璃莉 16歳高校１年 棚倉町

東日本大震災発生当時、幼

稚園生だった私は高校１年生

になりました。震災で暗いニ

ュースが続く中、赤ちゃんが

取り上げられるニュースが映

し出され、「福島の未来の明るい希望」と話

題になっているのを見て、助産師になりたい

という夢を持つようになりました。私は今、

その夢をかなえるために自宅から20㌔以上離

れた高校に通い勉学に励んでいます。将来夢

をかなえ今までのたくさんの支援に感謝し、

今度は自分が古里の復興に貢献できるよう頑

張っていきたいと思っています。
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ありがとうを伝えたい
“ ”

綱木笑子 60歳契約社員 川俣町

川俣町は、原子力災害によ

り山木屋地区が避難指示区域

になり避難を余儀なくされま

したが、今は避難指示も解除

され、復興拠点商業施設とし

て「とんやの郷」もオープンしました。川俣

町では国内最大級の中南米音楽祭「コスキン

・エン・ハポン」が開かれています。東日本

大震災が起きた年もボリビアのプロの演奏グ

ループを迎え、盛大に開催できました。また

その でアルゼンチンから義援金が寄せられ

ました。この二つのことは大きな心の支えに

なりました。震災後から支援してくださった

皆さんにありがとうの言葉を伝えたいと思い

ます。

福島の いいね! 行動したい
Ｗ

橋本由香里 51歳主婦 三春町

私は身近な地域で環境美化

に努める自主的な活動「ふく

しま59未来プロジェクト

×おもてなし」への参

加の呼び掛けに応じ、清掃活

動とヒマワリの種まきを実施しました。地元

の一本桜「南成田の大桜」を名所にしようと

保全活動と観桜会を昨年初めて有志と開催し

ました。また、娘の所属する小野高校 庭ク

ラブが皆さまの応援のおかげで、地域の特産

品を使った料理を考え競う「うまいもん甲子

園」で全国大会出場を決め、準優勝を果たし

ました。メニューの「活気あげバーガー」の

ソースには、東日本大震災発生からの「10年」

をかけた、じゅうねん（エゴマ）が加えられ

ています。今後も「日本一」のふくしまをつ

くる１人として「いいね!」と思うことはど

んどん行動していきたいです。
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東日本大震災により白河市

では大規模な土砂崩れや 屋

被害、国指定文化財である小

峰城の石垣崩落など、多くの

被害がありました。もう10年、

まだ10年 人によって感じ方は違いますが 変

わらずにご支援をしてくださる方々のおかげ

で、白河市も復興に向け小峰城の崩落した箇

所の修復が完了するなど、ほぼ震災前の姿に

戻っています 私自身 中学・高校・大学そして

社会人と震災から10年の間でさまざまな転換

期を迎えてきましたが、未だに福島出身とい

うと 震災は大丈夫か と聞かれます 大学か

ら現在まで東京で過ごし、内からも外からも

地元を見たからこそ、おいしい食べ物や豊か

な自然に囲まれる福島の良さをさらに感じる

ことができました 将来は自分を育ててくれ

た地元に帰り 福島の魅力を発信するなどし

て 福島っていいところだね と言ってもらえ

るような恩返しをしたいなと考えています

宮尾和佳奈 23歳金融機関 神奈川県 白河市出身
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福島応援の言葉に決意

吉田幸子 63歳主婦 石川町

私は大切な古里である福島

県が大好きです。この10年間

で世界各国、県内外からのご

支援を頂きまして、誠にあり

がとうございます。私が強く

印 に残っている出来事があります。それは

私が直売所で買い物をしていた時に、県外か

ら大型バスでお越しくださった中のお一人の

方が「福島県っておいしいものがたくさんあ

るよね」と言って、私に笑顔で声を掛けてく

ださったのです。私は自分の心に人のぬくも

りを感じずにはいられませんでした。そして

去り際に「私たちは、福島県を忘れないよ。

応援しているからね」と言葉を残し、手を振

って行かれました。人と人とのつながりでこ

こまでやってこれたと思います。それは「私

こそが感謝の心を決して忘れない」と決意し

た瞬間でした。
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課題に向き合い福島を支えたい

菊地鈴音 18歳高校３年 矢吹町

東日本大震災から10年がた

とうとしていますが、福島に

活気が戻ったように感じま

す。しかし、いまだ解決に至

らない問題も存在します。私

はそれらの課題に１人の福島県民としてしっ

かりと向き合っていきたいです。震災発生当

時、小学生だった私は高校を卒業します。進

学のため一度福島を離れることになります

が、いずれ地元に戻り、福島の将来を支えて

いきたいです。私たちに「今」があるのは皆

さまのご支援のおかげです。心から感謝申し

上げます。

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

経験を世界の人に伝えたい

菊地真由子 17歳高校２年 福島市

東日本大震災から10年がた

とうとしている今、福島は震

災前よりも発展している地域

が増え、安全に対する取り組

みも強化されていると思いま

す。復興に携わってくださったボランティア

の方々や海外からの支援のおかげで、当たり

前の日常がどれほど幸せなものであるかを感

じることができました。私たち高校２年生は

当時の記憶がある最後の学年といわれていま

す。将来は海外で活動し、忘れてはいけない

出来事の一つとして震災で経験したことを世

界中の人に伝えたいです。
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福島の日常を取り戻してくれて感謝

Ｆ

高橋晃樹 21歳大学３年 新潟県 西会津町出身

「日常」。それは誰もが保

障され、当たり前に得ること

のできる日々。しかしその一

方で、いつ奪われるか分から

ない、はかなく、そして不確

かなもの。2011（平成23）年、福島の日常が

奪われたあの日から10年。日常はまた私たち

のものになっただろうか。備え立つ堤防、新

設の伝承館、そして、美しい自然においしい

食べ物…。日常の形は変わったけれど、そこ

には確かに変わらぬ笑顔がある。希望がある。

福島で生きる誇りがある。全てはあの日から、

みんなで守ってこれたから。みんなが守って

くれたから。今、福島に生きる人として、世

界に感謝を伝えたい。ふくしまの日常を取り

戻してくれて、本当に、本当にありがとう。
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子どもの瞳に感じる明るい未来

根本翼 22歳小学校教員 本宮市 白河市出身

福島は今日も「元気」です。

東日本大震災から10年。福島

は、粘り強く復興に向け努力

し続けています。初代復興大

使として任命された私は学生

時代を福島で過ごし、福島の人たちが一丸と

なり努力する様子を見てきました。そして今

年度社会人となり、ここ福島で小学校教師と

なりました。日々子どもたちと過ごす中で、

子どもたちの輝く瞳に明るい未来を感じてい

ます。今まで私たちを支えてくださっている

方々、また福島を気に留め、国内外から温か

く支援にご協力してくださっている方々への

感謝の気持ちは決して忘れず、後世に伝えて

いかなければなりません。子どもたちと明る

く元気な福島をつないでいくことは私のそう

した方々への恩返しであり、また復興大使と

しての使命だと思っています。「希望の先に

光はある」で生きる私は走り続け、福島復興

への心意気のたすきをつないでいきます。
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全ての人々にありがとう

根本良子 68歳農 民宿経営 鮫川村

私は三つのボランティア団

体に加入し、311の後、宮城、

福島とたくさんの被災地に行

き、災害の大きさ、そして恐

ろしさを目にしてきました。

たくさんの方々のボランティア活動、県警の

方々、自衛 の方々の懸命なる支援を見て、

日本人の郷土愛を感じました。私が民泊を始

めたのは311の後です。県内外から「福島を

応援したい」と思う気持ちでたくさんの方々

が足を運んでくださいました。そして何より

たくさんの愛と幸せと感謝を頂きました。今

私ができること、それはたくさん頂いた三つ

のことを一つでも多くお返しすることです。

「ふくしま復興大使」を通し全ての人々に感

謝します。頑張って毎日を送っている福島県

民を忘れないでいてください。そして、あり

がとうございます。
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経験をたくさんの人に伝える

佐藤彩花 18歳大学１年 三重県 国見町出身

私は中学２年生の時から、

ふくしま復興大使として活動

させていただきました。当時、

復興の現状を知ることの重要

性に気が付いていませんでし

た。しかし、大学生となり福島を離れ、震災

のことについて質問されることが多くあり、

震災や復興大使の体験が貴重であることが身

に染みました。福島について知る機会を頂け

たことに感謝しています。これからも、自分

がこの場で得た経験をたくさんの人に伝えて

いきたいです。
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初孫の成長に喜び

三瓶弘次 68歳団体役員 福島市

東日本大震災が起きた翌

年、東京に住む娘が「出産は

福島で」と言ってきた。当初

は受け入れを躊躇（ちゅうち

ょ）したものの、初孫はたく

ましい産声を上げた。すくすく育った８歳児

は「僕は福島で生まれたから福島っ子だよね」

と喜ばせる。今はコロナ禍で帰省できないた

め、ふるさと産品を毎月送っているが、テレ

ビ電話で時刻表を見せながら「今度はＪＲ磐

越東線、それからＪＲ常磐線に乗って、岩沼

から福島まで一緒に乗ろう」と計画している

ようだ。
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共助の心 忘れない
＇

柴田 龍一郎21歳 大学２年 福島市

東日本大震災から、10年が

経過しようとしている。正直、

復興が進んでいるのかどう

か、私には判断することがで

きない。この節目を迎えるに

当たり、当事者意識というものを考えてみた

い。「関わっている」「関わりたい」という

思いが重なるからこそ、復興という一つの目

標へ向かうことができるのではないだろう

か。その支援が目に見えない形であっても、

感謝の気持ちを持ち、誰かが困っていたら自

らも助ける、「共助」の心を忘れないように

したい。

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

子どものアイデアに明るい未来

市川敬子46歳主婦 田村市 白河市出身

現在 私は東京電力福島第

一原発事故で一時、避難を余

儀なくされた田村市都路町で

生活しています。都路町の生

活で感じたことは、どこにも

負けない古里都路に対する強い誇り、郷土愛

です 都路小の児童が考案した きゅうりジャ

ム」は未来への強い期待感を抱かせるのに十

分なアイデアです ＰＲ冊子 ＰＲ動画を作

り その完成度の高さに驚いています 皆さま

にお見せしたいくらいです。少子高齢化が急

速に進んでいますが、明るい未来への可能性

を信じて私は一緒に元気に過ごしています。
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周囲を気遣って生きる

酒井ヒトシ 71歳体験スクール経営 伊達市

定年退職後、夫の古里福島

に来て、はや11年になりまし

た。私たちは東京で教員をし

ていましたので、不登校や引

きこもりの児童生徒を幾人か

見てきました。退職後は体験スクールを建て、

「自然・農業・生活」を体験できる場をつく

りました。体験を通して元気を取り戻すこと

ができるようにと願いを込めてつくりまし

た。しかし、その後すぐ東日本大震災、東京

電力福島第一原発事故があり、今まで経験し

たことのない困難なこと、先の見えない大き

な不安がありました。そんな折、何か自分に

できることはないかと復興大使をやらせてい

ただくことになりました。福島はいまだに津

波や放射能汚染の爪痕が残っています。しか

し、皆さんがそれぞれの地域で一生懸命に生

きています。今、またコロナ禍の中で収束の

見えない不安を抱え、耐えながら毎日を送っ

ています。私にできることは自分を大切にす

ること、周りの人を気遣って生きることです。

健幸都市・伊達市で小さな楽しみ方も見つけ

ながら生きていこうと思います。
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思いやる心が未来につながる

小豆畑咲季 18歳高校３年 石川町

東日本大震災発生当時は小

学２年生で、支援を受けるば

かりだった私でしたが、人に

気持ちを向け、一歩踏み出す

ことの大切さを、震災を通し

て学びました。今ではボランティア活動にも

参加し、少しずつですが、周囲にも心が向け

られるようになりました。震災で得た学びと

受けた優しさは、いつも私の根底にあり、一

生の宝物となりました。現在、コロナ禍で世

界中の人が大変な状況にあります。だからこ

そ、周囲を思いやる心を持つことが明るい未

来につながるのだと思います。
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古里の農業を支える仕事をしたい

松浦奈々帆 21歳大学３年 茨城県 西郷村出身

福島県で育てられた農産物

がもう食べられないのではな

いか、と思った日々から、10

年がたとうとしています。今

こうして、福島県の農産物を

食べられることが、本当にありがたいことだ

と感じています。私は現在、大学で農学につ

いて学んでおり、将来は福島県の農業を支え

る仕事をしたいと考えています。今度は私が、

今まで支援してくださった方々に恩返しがで

きるように、そして福島県の人々と共に、さ

らなる復興に向けて歩んでいけるよう、努め

てまいります。
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福島の明るい未来へ盛り上げ

高野龍晴 16歳高校１年 福島市 飯舘村出身

福島を支援してくださる、

あるいはしてくださった皆さ

ん、県民代表としてここで感

謝いたします。福島の現状に

ついては、完全に復興、つま

り普通の日常を取り戻したとは正直言えませ

ん。原発の課題はいまだ残されていますし、

美しい自然は一部が変わり果てたままです。

しかしこの10年で福島は着実に復興を進めて

います。海岸沿いには防波堤が造られました。

除染作業は計画の多くが終了しました。これ

らは全て支援してくださった皆さんのおかげ

です。福島の未来は明るいです。これからも

共に福島を盛り上げてまいります。
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明るい福島へ歩んでいく

田部史哉20歳 湯川村

「懐中電灯をつけてくださ

い」。一つ、また一つ、そし

てまた一つとついていく。春

煙にかすむ海辺の街角は、夜

だというのにものすごく明る

かった。机にある１枚の色あせた写真。その

中の母とはあの日から互いに孤独の中で、結

ばれたかのように歩んできた。「福島の人、

大丈夫？」。１人また１人、福島を応援して

くれる人が増えていった。照らされたその場

所はもうあの時の福島ではない。これも皆さ

まのおかげ。あなたが声を出すたび、福島の

人は元気になり、元の姿に戻りつつある。そ

して今日も明日もずっと明るい福島に歩んで

いきます。

未来のため福島の魅力発信

藤井温子 22歳会社員 小野町

2011311。あの時のこと

は今でも忘れない。ものすご

い揺れと恐怖が心をいっぱい

にした。地震後、私の地域は

断水が続いたり、地面にヒビ

が入ったり大変だった。また、水素爆発を起

こした東京電力福島第一原発からそう遠くは

なく不安な日々を過ごした。しかし、あの恐

ろしい出来事からもう10年もたつ。時が過ぎ

るのが早い。徐々に復興してきたと思うが、

原発近くはまだまだである。私にできること。

それは福島の魅力を多くの人に伝えることだ

と思う。これからも復興のため輝く福島の未

来のために魅力を発信していきたい。
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福島の元気な姿発信したい

藤井万佑子 16歳高校１年 小野町

東日本大震災から10年とな

り、福島の復興は徐々に進ん

でいます。震災発生時にはま

だ６歳だった私は今になって

知る震災の事実も多くありま

す。単に復興といってもそう簡単なものでは

ないと感じています。多くの人が福島のため

にそして私たち県民のために復興に力を注い

でいることに本当に感謝しています。これか

ら、私も復興を前進させる１人として福島県

を支えていきたいと考えています。そして、

福島の元気な姿を国内にとどまらず、世界に

発信していけたら良いなと思います。
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分断 の経験伝え恩返しの時

藤田浩志 41歳農業 郡山市

「おいしい!」。今、私の

農産物を食べてそう言ってく

れる人がいる。この10年、放

射性物質というよりは不安、

恐怖、疑念などによりもたら

された“分断”との闘いであった。そこから

の“ご の結び直し”を続けてこれたのは、

日本中・世界中の人たちの支えのおかげだっ

た。今コロナにより世界が分断にさらされて

いる。分断を乗り越えてきた経験を伝え恩返

しする時は今ではないか、そう思いながら、

私は今も福島の農に生きている。
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県人会からの応援胸に

二瓶隆一郎 19歳大学１年 青森県 塙町出身

私の出身地である塙町は東

日本大震災により道路のひび

割れや土砂災害、風評被害に

よる農産物の売上減少などさ

まざまな影響がありました。

しかし、現在では町の被害場所も整備され、

農産物の売り上げも年々上昇傾向を示してい

ます。ふくしま復興大使としての活動などを

通し、人と人とがつながる大切さを強く感じ

ることができました。また、海外や国内の県

人会の方々にはさまざまな活動を通して福島

の文化や食べ物、魅力を発信していただきと

てもありがたく思っています。今後も県人会

の方々から応援を頂き、私もよりいっそう福

島の復興に貢献できるよう努力していきま

す。
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県花のように強く美しい福島を発信

須藤楓 18歳高校３年 いわき市

今年で東日本大震災から10

年となり、震災当時８歳だっ

た私も18歳になりました。私

は避難生活の中で、花から安

らぎとパワーをもらい、花に

は人を安心させる力があるのだと感じ、華道

を始めました。福島県の県花であるネモトシ

ャクナゲは高山という過酷な環境の中にあっ

ても、ひたむきに美しい花を咲かせます。こ

れからも私は、ネモトシャクナゲのように、

強く、美しい福島県を発信し、復興支援に尽

力してくださった方々へ感謝を届けたいで

す。
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伝統行事再開は支援のおかげ

鈴木紬 17歳高校２年 田村市

10年前の東日本大震災によ

り、田村市は都路町が避難区

域として指定されました。震

災直後は伝統行事である灯ま

つりを開催できませんでした

が、県人会の皆さまをはじめ、たくさんの方

々のご支援により再開することができまし

た。これまでのご支援やご厚意があったから

こそ、今の平穏な日々が戻ったのだと実感し

ています。昨年は新型コロナの影響により灯

まつりは中止となりましたが、震災時の経験

を生かし、新しい取り組みに挑戦していきた

いです。
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福島の課題解決が目標

’

私は、福島県出身である

しかし 東日本大震災発生時

はモロッコにいたため、震災

の経験はない。しかし、3000

㌔も遠いところにいても心は

いつも福島に戻りたい気持ちがあった 私は2

017年に福島県の高校に編入し ふくしま復興

大使に選ばれた。福島には数多くの課題が残

されている 私は ふくしま復興大使として

この課題を解決していくことが目標である
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ババアリ梓晴 19歳大学１年 東京都 二本松市出身

地域のため復興に携わる
ｆ

郷平 19歳大学１年 石川町

ふくしま復興大使活動を通

して、私の住む町は他の市町

村より物理的被害が比較的少

なかった一方、人々の心に被

害があることに気付きまし

た。現在では、多くの方々や団体のおかげで

福島県全体の復興が進み、地元住民が元気を

取り戻しています。福島県復興への希望が、

地域住民を元気づけ、地域の復興につながっ

ています。今後も、福島県や地域のために復

興に携わっていきたいと改めて感じます。
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地域創生を学び恩返し

吉田智美 18歳高校３年 広野町

私は小学２年生で東日本大

震災を経験し、現在高校３年

生になりました。震災当時そ

して今も福島を気に掛けて思

っていてくださっている人が

いるというのはとても心強く、感謝しきれな

いぐらいです。そして、私はこの10年間を通

して復興に携わってくださった皆さんの影響

を受け、自分も困っている地域を助けたいと

思い大学で地域創生を学ぶ予定です。今度は

皆さんへの恩返しができるように頑張ってい

きたいです。
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